
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子供の成長」（船越） 

あっという間に 9月になり、今年も 3/4が終わったかと思うと、時の流れの速さに驚かされ 

ます。我が家では、去年の 5月に生まれた息子が 9月には 1歳 4カ月になりました！先月で 

きていなかったことが今月には、先週できていなかったことが今週にはできるようになり、 

この間やっとハイハイができるようになったと言っていたのが、あっという間に歩けるよう 

になりました！最近では大人や周りで見たものの真似をすることが増えてきたように感じま 

す。おもちゃの電話を耳にあて電話を掛ける仕草をしたり、ペンを握ってノートにカラフルな絵を描いたり、

YouTube のダンスを真似してみたりと、大人や周りのことをよく見てるなぁーっと感心すると同時に、変なこ

とや悪い言葉遣いなど真似されないように注意しないといけないなと感じます。（妻にもよくご飯を「うま

い」と言うのではなく「美味しい」と言うように、と注意されます。）言葉遣いなどは無意識に発しているこ

とも多く、周りに指摘をされないと気付かないことも多いですが、子育てをきっかけに、普段何気なく習慣に

なってしまっている言動を見つめ直したいと感じます。子供の成長とともに、自分自身も成長したいと感じる

今日この頃です。(妻にも小言を言われないように成長したいです笑) 

 

船越税理士法人通信 

2024年 9月号 

今月のマメ知識：【定額減税とは？】 

2024年 6月から所得税と住民税の「定額減税」がスタートしました。これは家計に影響を及ぼす物価高などの

対策として「国民の負担を軽減する」ことを目的とした、1年限り行われる制度です。日本国内に住所があり､ 

年間の所得金額が 1805万円以下の人が対象で、納税者本人だけでなくその配偶者 

などを含めた扶養親族も対象となります。その額は 1人あたり所得税から 3万円、 

住民税からは 1万円の合計 4万円です。分かりやすく言えば、給与などが支給され 

る際に所得税や住民税が減額されて、受取金額が多くなるという仕組みです。自営 

業者などの事業所得者の場合は、予定納税や確定申告の際にその適用を受けること 

ができます。さらに「定額減税によって住宅ローン控除やふるさと納税の基準が変 

わってしまうのでは？」と心配する人もいるかと思いますが、これらについては基本的に影響ありません。 

また所得税や住民税の納付から減税しきれない世帯には、その差額が「給付金」として支給されます。 

今月の偉人：【ガウディ】 

アントニ・ガウディは 19～20 世紀にかけて活躍し

た建築家です。スペインのカタルーニャに生まれ、

幼少期は体が弱く、別荘での療養生活で自然観察に

没頭しました。バルセロナで建築を学び、世に出し

た作品のうち「グエル公園」など７点が世界遺産に

登録されました。未完の傑作「サグラダ・ファミリ

ア」はあまりに有名です。曲線や細部の装飾、鮮や

かな色彩など独創的なデザインの源は自然。「努め

て読むのに適切な偉大な書物である」と自然を賛美

し、建築で表現した人だったのです。 

今月のキーワード：【literacy】 

9 月 8 日は「国際識字デー（International Literacy 

Day）」です。「メディア・リテラシー」「情報(IT)リ

テラシー」などのように使われる“literacy”は

「読み書き能力」や「(特定分野の)知識・能力」と

いう意味です。“Literacy is a fundamental human 

right for all.”「読み書きは、すべての人が平等に

有する基本的人権です」。“Financial literacy is 

one of the most important skills for your 

life.”「金融リテラシーは、人生で最も重要なスキ

ルのひとつです」という具合です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船越税理士法人 

〒620-0054  

京都府福知山市末広町 1-1-1 中川ビル 3 階 

ＴＥＬ：0773-22-3708 ＦＡＸ：0773-22-7343 

http://www.f-office301.com 

E-mail：info@f-office301.com 

皆様のご感想をお待ちしております☺☺☺☺☺☺☺ 

排水溝のぬめりや臭いの予防と

して、丸めたアルミホイルを 2

～3 個ほど排水溝のカゴに入れ

てみましょう。アルミホイルが

水に触れると金属イオンが発生

し、排水溝で細菌が繁殖するの

を防いでくれます。キッチンだ

けでなく、お風呂でも利用でき

ます。 

 

日本の陸上競技指導者である中村

清の言葉。自分の才能に頼ってば

かりでは、いつか限界が来る。し

かし努力をし続ければ、自分の力

をさらに伸ばすことができる。 

 

今月のトピック：【スモールビジネス】 

小さな店舗で始めるスモールビジネスが活気を見せています。経費を抑

えて利益を確保する 2 坪のピザ店や地ビール店など、個性的な専門店が

数十軒も連なる商業施設が、都心の高架下や地方の商店街に登場してい

ます。失敗してもダメージは小さく、新たなチャレンジが可能。「好き」

を仕事にして得る、給料ではない収入の喜びは格別でしょう。 

今月の商売のヒント：【商売の神髄は「和して同ぜず」】 

仕事上で意見が割れたとき、あなたはどう対処しますか？孔子の

『論語』にこんな一節があります。「君子和而不同（君子は和する

も同ぜず）」。これは「人と協力することはあっても、人の意見や態

度にむやみやたらに同調しない」という教えです。この簡潔な一節

には、商売の神髄ともいえる深い英知が秘められています。和する

とは調和を保つこと。同ぜずとは、自身の個性を失わないこと。こ

の、一見相反する２つの要素のバランスこそが、商売の成功へとつ

ながる道だと思います。たとえ少人数の会社でも、時には意見の食

い違いから衝突することもあるでしょう。しかしその中で調和を見

出しつつ、各々が自身の独自性を失わない。そう簡単にはいかない

ものではありますが、そこに価値ある対話が生まれるのは確かで

す。調和を保つとは単なる同調ではありません。それは相手の立場

を理解し、尊重する姿勢です。経営者といえどもチームの一員と捉 

えれば、全体の調和を乱さない配慮を持ち 

つつ、同時に自分自身の信念や創造性を失 

わない。この絶妙かつ微妙なバランスを保 

つことこそが、真のリーダーシップだと孔 

子は述べています。調和を重んじるあまり 

自己を殺してしまったり、逆に自己主張が

強すぎて周囲とのあつれきを生んだりすることもありますが、その

狭間で揺れ動くのが経営者かもしれません。だからこそ孔子は「和

して同ぜず」を「君子」の特質としてあげ、理想の姿として私たち

に示したのでしょう。日々の決断の中で調和と個性のバランスを取

り続ける。その積み重ねがやがて企業文化となり、会社の個性とな

っていくのではないでしょうか。 

【とんでもスキルで異世界放浪メシ】 

江口連原作、赤岸Ｋ作画の漫画。異世界

に転移したサラリーマンの向田が、料理

の腕前を生かして従魔と旅をする物語。

冒険と料理に胸が躍る楽しい漫画です。 


